
ASEAN統合

推進

中国、韓国、豪

 州、NZ、印等との

交流日本

●域内での青少年交流を通じた相互理解の促進を図ることにより、アジアで良好な対日感情の形成を促進す
る。

●ASEAN及び東アジアのアイデンティティー形成を促進し、ASEAN統合を支援し、東アジア共同体構築に向け
た土台を形成する。

・鳩山総理のアジア政策講演

 

（09年11月）
「この地域における人の交流を増やすために、日本にはやるべきことがたくさんあります。ほんの一例を言えば、日本

 政府は、一昨年以来行っている、アジア各国から毎年6千人の人材を招聘する事業を将来も継続していきます。」

・第174回国会における施政方針演説（10年1月)
「今後5年間で、アジア各国を中心に10万人を超える青少年を日本に招くなど、アジアにおける人的交流を大幅に拡充

 するとともに、域内の各国言語・文化の専門家を、相互に飛躍的に増加させることにより、東アジア共同体の中核を担

 える人材を育成してまいります。」

友愛の絆の強化

東アジア共同体構想とＪＥＮＥＳＹＳ（２１世紀東アジア青少年大交流計画）
Japan‐
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招聘・派遣人数

 
（07年～10年3月末）

 
合計：約25,000人（内招聘：20,400人

 
派遣：4600人)

（招聘内訳：中国：7,979人

 
韓国：4,195人

 
ASEAN:5,785人

 
豪州・NZ：1,321人

 
印：1,101人）

日ASEAN首脳会議－議長声明（2009年10月）：人的交流の重要性を強調。JENESYSの下、青少年交流が拡大してい

る
ことを歓迎。
鳩山総理・温家宝首相の日中首脳会談（2009年10月）：双方は青少年交流が両国間の国民感情の改善に重要な役割

を果たすことを確認。
日メコン首脳会議－行動計画(2009年11月）： メコン地域諸国は、JENESYSが日本とメコン地域の相互理解を促進す
るものと評価。

在外公館では参加者に対する以下のようなフォローアップ事業を行っている。
公館主催の日本文化紹介行事やﾚｾﾌﾟｼｮﾝへの招待
若手政治家、ﾒﾃﾞｨｱ関係者等への政策広報資料の送付
訪日参加者による同窓会の実施・日本への留学セミナー等への招待

「中国次世代幹部・若手研究者・ﾒﾃﾞｨｱ関係者招聘」・「メコン地域から地方自治体・文化遺産保護関係者を招

 
聘」・「日本人高校生のASEAN各国への派遣事業」・「日韓交流おまつり高校生交流プロジェクト」等も実施予定

・東アジア次世代リーダープログラム：

 

東アジアの将来を担う次世代リーダー候補者を年5回(20名ずつ)招へいし、地

 域共通の課題について議論し、専門家による講義、国内関係機関の視察等を通じ、参加者間及び日本の関係者との

 
ネットワーク構築を促進。(EASの16ヶ国が対象)
・理工系人材育成招聘事業：南アジア地域協力連合各国の理工系大学院生等を招聘し(年間約50名)、大学・企業訪

 問を通じて日本の最先端技術に触れ、日本の研究者と交流。

・日韓青少年共同ボランティア活動事業：今年は、日韓両国が共に取り組むべき「環境問題」をテーマに、両国大学生

 
が共に海岸清掃を行ったり、両国の取組・協力策について討論。

・若手社会人招聘（豪州、NZ）：将来日本とのﾋﾞｼﾞﾈｽに関わる若手社会人を招聘し、日本の企業文化等の視察・企業訪

 問・日本の社会人との交流を図る。



全招聘参加者

 

約20,400名

次世代リーダー招聘
政治、経済、農業、文化、教員、理工系研究者、

 
ジャーナリスト等、各国の様々な分野での専門家

 
を招聘して交流・意見交換を実施。
様々な分野で問題意識を共有する東アジアにお

 
ける次世代のリーダーとなる人々のネットワーク

 
を構築。 ホームステイ体験 学校訪問 スポーツ交流

看護師招聘

技術者・研究者招聘

若手政治家招聘

学生招聘
【招聘】
（短期）約2週間の滞在の間にホームステイ、地方都

 
市訪問、学校訪問等を通じて幅広く日本の政治、経

 
済、歴史・伝統文化、社会に触れて対日理解を深め

 
る。
（長期）日本語学習者を対象に、ホームステイをしつ

 
つ日本の高校・大学に通い、日本語の修得を目指す。
【日ASEAN学生会議】ASEAN10ヶ国と日本の学生が

 
「ASEANと日本の将来のパートナーシップ」というテー

 
マの下、一堂に会し、討議し、政治指導者に対する

 
政策提言を策定。

日ASEAN学生会議

共同声明の提出
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